
高山市議会ぎかいだより❻

〈
議
第
１
号
〉
平
成
22
年

度
高
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）
の
専
決

処
分
に
つ
い
て

　
2
月
途
中
に
除
雪
予
算

が
足
り
な
く
な
っ
た
た

め
、
1
億
円
を
繰
越
金
か

ら
あ
て
る
補
正
を
※
専
決

処
分
し
た
こ
と
の
審
議
。

全
員
一
致
で
承
認
し
ま
し

た
。

※
専
決
処
分
と
は
？

『
緊
急
性
を
要
し
、
議
会

に
議
決
を
求
め
る
時
間
的

余
裕
が
無
い
と
き
の
市
長

の
決
定
』

〈
議
第
3
号
〉
高
山
市
行

政
組
織
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
市
の
組
織
に
、
新
た
に

危
機
管
理
室
と
海
外
戦
略

室
を
設
置
す
る
こ
と
と
、

新
築
に
よ
る
国
府
支
所
の

住
所
変
更
を
行
う
条
例
改

正
。
全
員
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
通
り
。

【
問
】
海
外
戦
略
室
と
は

具
体
的
に
何
を
す
る
の

か
。

【
答
】
今
ま
で
秘
書
国
際

課
、
観
光
課
、
商
工
課
な

ど
別
々
で
行
っ
て
い
た
海

外
へ
の
対
応
を
、
ひ
と
つ

に
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

し
て
い
き
た
い
。

〈
議
第
５
号
〉
高
山
市
が

設
置
す
る
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
に
係
る
生
活
環
境

影
響
調
査
結
果
の
縦
覧
等

の
手
続
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、

条
例
の
中
の
法
令
を
指
定

す
る
文
章
を
変
更
。
全
員

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
第
15
号
〉
飛
騨
市
か

ら
高
山
市
へ
の
事
務
の
委

託
に
関
す
る
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　
飛
騨
市
か
ら
の
委
託
を

受
け
る
事
務
の
一
部
を
廃

止
す
る
た
め
規
約
を
変
更

す
る
条
例
改
正
。
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
第
17
号
〉
平
成
22
年

度
高
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
8
号
）

　
政
府
の
第
3
次
緊
急
景

気
対
策
の
実
施
と
交
付

税
・
臨
時
財
政
対
策
債
な

ど
の
決
定
に
伴
う
補
正
。

・
高
山
ト
マ
ト
集
約
選
果

　

場
な
ど
の
整
備
の
助
成

6
億
６
２
５
０
万
円

・
学
校
図
書
、
図
書
館
の

　

本
、
備
品
の
購
入
な
ど

６
１
０
０
万
円

・
中
小
企
業
融
資
の
利
子

　

補
給
の
増
額

７
０
０
０
万
円

・
道
路
改
良
工
事
、橋
り
ょ

　

う
耐
震
工
事
の
前
倒
し

1
億
６
５
０
０
万
円

・
文
化
会
館
の
駐
車
場
用

　

地
の
購
入８

７
３
０
万
円

・
扶
助
費
の
返
還
と
介
護

　

保
険
の
繰
出
金

４
７
９
万
円

３
月
定
例
会
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

３
月
定
例
会
が
３
月
１
日
か
ら
25
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。
条
例
・
予
算
・
請
願
案
件
な
ど
41
議
案
を
審
議
し
請

願
は
不
採
択
、
そ
の
ほ
か
は
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決

し
、
議
員
提
出
の
５
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

３
月
1
日　

本
会
議

3月定例会　結果報告

JAひだトマト選果場


